
日
本
国
憲
法

質
問
一

「
鶴
ヶ
島
市
平
和
都
市
宣

言
」
を
掲
げ
た
市
長
と
し
て
、
平
和
安

全
法
制
案
に
賛
成
か
、
反
対
か
。

答
弁
一
（
市
長
）

市
制
施
行
２０
周
年

に
当
た
る
平
成
２３
年
に
、
鶴
ヶ
島
市
の

未
来
を
担
う
児
童
代
表
の
参
加
に
よ
る

鶴
ヶ
島
市
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

子
ど
も
議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

「
わ
た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
」
を
契
機

と
し
て
、
鶴
ヶ
島
市
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
平

和
都
市
で
あ
る
こ
と
を
２４
年
３
月
３０
日

に
宣
言
し
た
。

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
は
、
人
類

共
通
の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
、
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。

公
務
員
と
し
て
日
本
国
憲
法
を
尊
重

し
、
守
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
平
和
安
全
法
制
整
備
法
及
び
国
際

平
和
支
援
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
会

で
審
議
中
で
あ
り
、
本
議
場
は
地
方
自

治
体
の
実
務
に
つ
い
て
論
じ
る
場
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
和
安
全
法
制
法
案
に

つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

地
方
自
治
法
に
お
け
る
議
会
と
首

長
の
役
割
に
つ
い
て

二

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
は
ど
の

よ
う
に
図
ら
れ
る
の
か

質
問
一

中
学
校
教
科
書
の
８
月
末
の

採
択
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

二

総
合
教
育
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
。

三

教
科
書
採
択
に
お
け
る
市
長
の
意

向
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

富
士
見
市
、

坂
戸
市
な
ど
の
市
町
と
構
成
す
る
「
第

１０
採
択
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協
議

会
」
が
４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
。
そ
の
間
に
教
科
用
図
書
展
示

会
が
あ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど

広
く
一
般
の
方
々
も
閲
覧
し
、
意
見
等

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
で
は
、

同
協
議
会
の
選
定
結
果
を
受
け
て
教
育

委
員
会
議
を
開
催
し
、
種
目
ご
と
一
種

の
教
科
用
図
書
を
採
択
す
る
。

二

５
月
１２
日
に
第
１
回
総
合
教
育
会

議
を
開
催
し
、
鶴
ヶ
島
市
総
合
教
育
会

議
設
置
規
程
を
取
り
決
め
た
。
ま
た
、

本
市
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興

に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
に
つ

い
て
協
議
し
、
新
た
に
策
定
す
る
次
期

教
育
振
興
基
本
計
画
を
大
綱
と
し
て
定

め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

三

教
科
書
採
択
は
、
法
律
で
教
育
委

員
会
の
職
務
権
限
と
さ
れ
て
い
る
。
総

合
教
育
会
議
で
も
教
科
書
採
択
は
協
議

事
項
で
は
な
い
が
、
採
択
の
方
針
を
協

議
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
市
長
か
ら
採
択
に
関
す
る
意
見

が
出
さ
れ
た
場
合
は
、
教
育
委
員
会
の

権
限
と
責
任
に
お
い
て
対
応
す
る
。

教 科 書

平
和
安
全
法
制
案
と

憲
法
尊
重
擁
護
義
務

太
田

忠
芳
議
員

日
本
国
憲
法
を
尊
重
し
、

守
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

採択協議会の結果を受け、教育

委員会の責任で進めていく

杉田 恭之 議員

中学校教科書の採択
について

つるがしま市議会だより第１７２号 〔４〕


